
北本市社会福祉協議会
地域福祉グループ 主査

第1層生活支援コーディネーター
大塚 竜自とまちゃん



北本市の現状（令和３.４.１現在）

・総人口：６５,９２０人

・高齢者人口：２１，２２０人

・高齢化率：３２．２％
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社会福祉協議会（社協）ってなんだ？？
・地域の様々な団体やボランティアと地域福祉活動を推進することを目
的としています。

・各都道府県・市区町村に設置されています。

・民間の社会福祉法人です。



誰もが 住み慣れた地域で 最後までいきいきと

自分らしく 心豊かに暮らせる社会



一人でも多くの住民を巻き込み、

住民たちがアイディアを出し合い

住民たちの手で実行する

住民たちが探りあて

その中から最善と思う解決策を

までのお手伝いをするのが我々の仕事です。

まちの問題は まちに暮らす人たちが

する。



① 活動に対する全体的な相談

② 活動場所の確保

③ 備品（食料等）の確保

④ 補助金・助成金の案内

⑤ ボランティアの養成・派遣・調整

⑥ 広報周知

⑦ 団体・企業との連携

活動をしたい人や団体を支援する

社協は黒子



③生活福祉資金 コロナ特例

②前向きな活動者や団体との連携

①新型コロナウイルス感染症による活動自粛

貧困

格差
食品ロス

環境破壊

子ども達の未来

SDGs

令和２年３月以降、講座やイベント・
会議などもすべて中止

フードパントリー お外でサロン お弁当配布

令
和
２
年
度

非正規職員と正規職員
の給与格差

ひとり親家庭



１）きたもとYASAI応援隊の創設 （Ｒ2.8月）

２）埼玉県こどもの居場所づくりセミナーの開催 （Ｒ2.11月）

３）ＳＨＡＫＹＯフードドライブの実施 （Ｒ2.11月）

４）フードバンク埼玉との連携
北本市総合福祉センター（社協）が拠点施設に （Ｒ2.12月）

５）こども食堂担い手養成講座「こども食堂つくっちゃお！」
の開催 （全５回 Ｒ2.12月～Ｒ3.6月）

令
和
２
年
度
実
施



令
和
３
年
度
実
施



８）きたもと、つながるフードパントリーの立ち上げ （R3.4月）

９）コープみらいとの連携

コープみらい北本店フードドライブの食料を北本社協へ（R3.5月）

１０）SARAちゃん食堂の立ち上げ （Ｒ3.7月）

７）こども応援未来基金の立ち上げ （R3.4月）

１１）夏休み おたすけ弁当の実施 （Ｒ3.8月）

１２）こども支援ネットワーク会議「きたもとBASE]の立ち上げ
（Ｒ3.9月）

６）ドミノピザ地域支援企画 「福ピザ」の実施（R3.4月）令
和
３
年
度
実
施



こども応援未来基金
１，３７３，５４８円（令和３年９月１日現在）

平成３０年度の国民生活基礎調査によると我が国の子どもの貧困率は１４．０パーセン
トとなり、生活困窮世帯の増加またはそれに伴う子どもへの貧困の連鎖は深刻な状況です。
世帯類型別では、母子家庭など大人１人で子どもを育てる世帯の貧困率は５０％近くに

上り、生活が苦しい一人親世帯の実態が伺えます
そして、「学生服や教材が購入できない」「進学したいが諦めた」「学校の授業に付い

ていけず塾にも通えない」というニーズが当市でも顕在化しています。
しかしながら、具体的な資金支援は社会制度の中にはなく、さらにコロナ禍で経済状況

が悪化し、支援を必要とする家庭も増加しています。
ひとりでも多くの子どもが自分の夢・希望を諦めず、将来に向かい健やかに成長するこ

とを支援するため、本基金を設置し、基金への寄付金は下記の目的に掲げる事業財源とし
ます。
寄付は金額の多寡に関わらずお受けしますので、是非とも、本基金の趣旨についてご理

解いただき温かい支援を賜りますようお願い申し上げます。

目的：子ども食堂・フードパントリー・学習支援などの経費
：生活困窮世帯の子どもが自立するために必要な経費
（例 通学費用・教材費・制服代等）



きたもと、つながるフードパントリー

令和3年４月より、毎月1回開催。

コロナ禍であるので、ドライブスルー方式にて実施中。

毎回、50世帯ほどの子育て世帯が参加されている

そのうち6割ほどがひとり親家庭。

参加者の声
・食べ物の価格が値上がりしているので助かります。

・入学にかかる費用を貯金するのが大変です。少しでも支援いただけるとありがたい
です。

・長女と自分（母）は障害持ちです。移動も大変なのでヘルパーさんに引き取りを頼ん
でいます。長い夏休みで食料もだいぶ困りました。今後とも、宜しくお願いいたします。

・いつもたくさんの食料をいただいて本当に助かります。ありがとうございました。

市内のボランティアと連携して実施





SARAちゃん食堂

令和3年7月より、毎月1回開催

コロナ禍であるので、お弁当配布を実施。

同時開催でプチフードパントリーを行い、

食材や文房具なども配布。

参加者の声
・１食でも助かります。

・手当等の収入も何も無い状況なので、本当に助
かります。

・お弁当の他に、食品や野菜、お米などをいただいて本当にありがたいです。

・子どもが5人おり、お腹にもう一人。少しの支援でも助かります。

市内で2つ目の子ども食堂





夏休み☆おたすけ弁当
夏休みは給食もないし、3食考えるのも作るのも大変！

という子育て世帯へのエール企画！

市内の個人飲食店と連携

合計１６０食



きたもとBASE
こども食堂、フードパントリー等を

行っている団体１０団体

・北本市社協 地域福祉グループ

・北本市 福祉課地域共生担当
子育て支援課

活動内容、課題の共有、スケジュールの共有
顔の見える関係性を構築し、今後のネット
ワークを強化することを目的とする



子ども達からの 「ありがとうメッセージ」





今後の展開

北本市内に７つの小学校（令和２年３月までは８つ）
埼玉県が推進している「小学校区に１か所の子どもの居
場所」を目指して、コミュニティ型の子どもの居場所、多世
代の交流スペースの設置を目指す。

現在

・子ども食堂 ３ヶ所
・フードパントリー ６ヶ所 （内毎月実施は、２か所）
・学習支援 ２か所
・プレイパーク １ヶ所



課題

１・食材の保管庫がない。冷蔵、冷凍の保管もできない。

2・フードパントリー、子ども食堂など、距離的に参加できない世帯がある。

4・住民の理解①。偏見なく、明るいイメージにしたい。
子ども食堂、パントリーに参加していると貧困？？

5・住民の理解②。地域に困っている子育て世帯がいるとの認識がない。
「本当に困っている子どもなんているんかい？？」

3・子どもの居場所が自宅の近くにあればいい。
親の送迎なく安心していけるところ。



ご清聴ありがとうございました


